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主　催　：　経済産業省素形材産業室

共　催　：　一般財団法人素形材センター


我が国のものづくり中小企業は、すぐれた「ものづくり基盤技術」を有し、最終製品を製造する川下製造業者と緊密に連携し高付加価値の製品を生み出すことによって、自動車・情報家電・航空機など日本経済を牽引する産業を支え、その国際競争力の源泉となってきた。今後も我が国経済が持続的な発展を続けるためには、この強みを徹底強化し、燃料電池、ロボット等を含めた先端新産業分野等をも支えていくことが期待されている。それには、ものづくり企業が新しい市場ニーズを踏まえたより高度な技術開発等に果敢に挑戦することが必要となる。
一方で、近年の急速な景気後退、新興国市場の立ち上がり、地球温暖化問題への対応、電気自動車等への注目の高まりなど、素形材産業もさまざまな環境の変化に直面しているが、素形材産業ビジョンにもある通り「我が国ものづくり基盤の確保」「ものづくりで我が国を再興する」には、サポーティングインダストリーの代表たる素形材産業の維持・発展が不可欠である。

このような状況のもと、経済産業省では、我が国製造業の国際競争力の強化と新たな事業の創出を目指し、平成18年度から「戦略的基盤技術高度化支援事業（通称：サポイン事業）」を実施している。これまでも素形材6分野(鋳造、鍛造、金属プレス加工、粉末冶金、金型、熱処理)においても、多くのテーマが採択され、研究開発成果を挙げると共に、この成果を基にした事業化が進められている。
本講習会では、このサポイン事業に採択され平成23年度までに終了した研究開発プロジェクトのうち、素形材分野に関する成果について紹介する。本講習会が、サポイン事業の研究開発成果に関心をお持ちいただく契機となると同時に、新たにサポイン事業に応募しようとする企業の皆様にとっても有益な情報収集の場として、この機会を是非とも有効活用して頂くべく参加頂きたく、御案内申し上げます。




 [第１部]　講習会　（機械振興会館　地下３階　研修－２号室）    １３：００ ～１７：３０
●開会挨拶
13:00 ～ 13:05
経済産業省製造産業局　素形材産業室長　田中　哲也
●講演　「サポイン指針の改正について」
13:05 ～ 13:25
経済産業省製造産業局　素形材産業室長補佐　大胡田　稔
●戦略的基盤技術高度化支援事業における研究開発の成果事例 
１．(鋳造分野) アルミニウム金型鋳造ラインへのトレーサビリティ 
13:25 ～ 13:50
㈱ナカキン 代表取締役社長　榎本　卓嗣
２．（鋳造分野） 新鋳造方法によるアルミニウムダイカスト製品製作の研究開発
13:50 ～ 14:15
(株)エーケーダイカスト工業所 製造部次長　安達　由起夫
３．（鍛造分野） 鍛造金型寿命の向上のための支援システムの開発
14:15 ～ 14:40
(株)イチタン　技術部　吉田 岳史
４．（熱処理分野） 金型・治工具の耐高面圧化に資する拡散･表面被覆融合処理技術の開発
14:40 ～ 15:05
国友熱工(株)　代表取締役社長　坪田 輝一
５．（熱処理分野） アルミニウム部品の急速加熱による高品質・高効率熱処理技術の開発
15:05 ～ 15:30
　浅川熱処理(株) 生産技術課長 竹田　文彦
《　休憩　１５：３０～１５：４５　》
６． (切削加工分野)
微細部品の搬送・組立てのための実用的なマイクロ・パーツ・ハンドリングシステムの試作開発
15:45 ～ 16:10
　㈱入曽精密 代表取締役社長　斎藤　清和
７．（金属プレス加工分野） 管状複雑形状部品の金属プレス加工技術開発
16:10 ～ 16:35
國本工業(株) 代表取締役社長　國本 幸孝
８．（粉末冶金分野）　金属粉末射出成形法（ＭＩＭ）を用いた高磁性部品の開発
16:35 ～ 17:00
太盛工業(株) 代表取締役社長　田中茂雄
9．（金型分野） ナノ加工超精密金型の開発
17:00 ～ 17:25
㈱長津製作所 代表取締役会長　牧野　俊清
●閉会
17:25 ～ 17:30
[第２部]　交流会　　（機械振興会館　地下３階　ニュートーキョー）      １７：４０ ～１９：００

■定　　員　　１００名
　　（申込順に受け付け、定員になり次第締め切ります）

■参 加 費  第１部　講習会　　　無料 
    　　　　第２部　交流会　　　3,000円
■申込方法　　下記申込書に所要事項記入の上、
FAX又はメールにてお申込み下さい。

一般財団法人　素形材センター　企画部

　　　　    　電話：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698
E-mail: keiei@sokeizai.or.jp
　　　　 　    〒105-0011東京都港区芝公園3－5－8
　　　　　   　  　　　　　機械振興会館2階201-3
ホームページ(http://sokeizai.or.jp/)からの
お申込みも可能です。

　　　　　  
■交流会参加費のお支払い

参加申込後に、別途御請求させていただきます。
　　当日支払も可能です。事前にご連絡願います。
※　領収書を必要とする場合は、
申込書にその旨を御記入下さい。
※　振込手数料は、御負担願います。 　　　　　　　　　　　　　　　　　
■申込締切　平成２４年　５月　８日(火) 
申 　　込　  書

　一般財団法人素形材センター　企画部　宛て（ FAX：03-3434-3698、E-mail:keiei@sokeizai.or.jp）

「素形材分野のサポイン事業研究開発事例　講習会」（平成２４年５月１４日（月））
御社名　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  所在地　　　：〒　　　　－　                     　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

  電話番号 　 ：  　　　　－　　　　　－　　　　　　　　FAX：　     　 －     　　 － 　　　　    　                         

  所属工業会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　                                              　　
  連絡先　部署・氏名：   　　　　　　　　　　　　　                       　　　                     
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　　上記のとおり申し込みます。　
（第２部 交流会　３，０００円×　 　　名＝　合計金額　　 　 ,　      　　円也） 
 　　　　　　　備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年　　　月　　　日 
素形材分野のサポイン事業


　研究開発事例　講習会





日　　時　　　　平成２４年　５月１４日（月）　１３：００～１９：００


場　　所　　　　機械振興会館　地下３階


第１部 講習会　１３：００～１７：３０　地下３階　　研修－２号室


第２部 交流会　１７：４０～１９：００　地下３階　　ニュートーキョー





東京都港区芝公園３－５－８　　TEL　03-3434-8211（代）


� HYPERLINK "http://sokeizai.or.jp/japanese/access/index.html" �http://sokeizai.or.jp/japanese/access/index.html�


� HYPERLINK "http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/floor.html#b3" �http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/floor.html#b3�








開催趣旨








個人情報保護法に関する対応


御記入頂いた個人情報は、本セミナーの事務に利用するとともに、


参加者リストを作成し、講師に手交します。


また、素形材センターの行う各種研修、セミナー、出版物、事業の案内状の送付に利用する予定です。今後、素形材センターが行う素形材産業の実情に関する調査アンケートへの協力依頼を行う場合もございます。











地下鉄：営団日比谷線   神谷町駅  下車(徒歩  8分)


都営三田線 　 御成門駅  下車(徒歩10分)


都営大江戸線 赤羽橋駅   下車(徒歩10分)


都営浅草線　 大門駅     下車(徒歩15分)


ＪＲ  ：浜松町駅                 下車(徒歩17分)








プログラム
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サポイン事業 (戦略的基盤技術高度化支援事業)とは





「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律（通称：「中小ものづくり高度化法」）」（平成18年策定）に基づき、「特定ものづくり基盤技術高度化指針」に沿って、国から認定された特定研究開発等計画について、その革新的な研究開発から試作までの取り組みに対する支援を行うことにより、中小企業のものづくり基盤技術の高度化を図り、ひいては我が国経済の健全な発展に寄与するものです。





【実施者】


上記認定を受けた中小企業を含む共同体(中小企業、


ユーザー企業、研究開発機関等で構成)





【研究開発期間(通常)】


2,年度若しくは3年度





　【規模(通常)】


　　初年度4,500万円以下の委託事業


　





詳しくは、中小企業庁のホームページをご覧ください。


http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/portal/index.htm








事業スキーム








